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月
日
丁
世
市
男

毎
十

ー
事
務
改
善
な
る

旧
児
し

垂
①

め
ろ
窓
口

へ

　　　　　　　一　　　　　　二一　　　　　　　　　
＝

　　　ニ　　ニ　二＝

ー
市
民
課
を
新
設
ユ

　
新
市
建
設
五
ヵ
年
計
画
の
一
環
と
し
て
市
で
は
去
る
八
月
一
日
か
ら
窓

口
事
務
を
中
心
と
す
る
新
機
構
に
よ
る
事
務
組
織
で
、
市
民
に
親
し
め
る
．

市
役
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
最
近
市
の
行
政
事
務

は
質
的
量
的
に
増
大
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
処
理
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

施
設
の
近
代
化
と
サ
ー
ビ
ス
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

当
市
で
は
學
務
改
善
委
員
会
を
組
織
し
て
調
査
研
究
し
、
市
の
実
態
に
即

し
た
機
構
を
立
案
い
た
し
ま
し
た
が
、
特
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
密
接
な

関
係
の
あ
る
窓
口
事
務
の
集
中
管
理
を
重
点
に
改
善
を
実
施
し
ま
し
た
。

以
下
は
新
機
構
に
よ
る
あ
ら
ま
し
で
す
。

九
課
壼
集
中
管
理
を
は
か
る

　
今
ま
で
市
役
所
は
総
務
、
経
済
．

建
設
、
財
務
、
水
道
、
保
倹
衛
生
の

六
課
に
市
長
室
、
収
入
役
室
、
議
会

事
務
局
、
社
会
福
祉
事
務
所
と
い

う
姿
で
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
新
機
構

で
は
議
会
事
務
局
、
社
会
福
祉
事
務

所
は
そ
の
ま
ま
で
す
が
、
総
務
課

に
か
わ
っ
て
市
民
課
、
庶
務
課
、
財

政
課
の
三
課
が
新
し
く
生
れ
た
ほ
か

経
済
課
が
産
業
課
、
財
務
課
が
税
務

課
と
そ
れ
ぞ
れ
課
名
が
変
り
収
入
役

室
か
ら
会
計
課
が
独
立
し
て
全
部
で

一
九
つ
の
課
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
配
置
に
つ
き
ま
し
て
は
別
に

記
し
た
機
構
図
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て

い
る
通
り
各
課
の
位
置
が
お
わ
か
り

と
思
い
ま
す
が
、
各
課
の
仕
事
の
内

容
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
ま
一

す
市
民
課
で
す
が
、
こ
れ
は
別
項
に

詳
し
く
記
し
て
あ
る
と
お
り
ご
れ
ま

で
の
戸
籍
、
配
給
な
ど
の
窓
口
を
咽

箇
所
に
集
中
し
て
事
務
孚
続
き
の
簡

易
を
は
か
り
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
、

ま
た
こ
の
中
に
市
民
相
談
室
を
設
け

て
、
陳
情
そ
の
他
市
民
の
よ
ろ
す
相

談
を
引
受
け
て
く
れ
ま
す
。
総
務
課

か
ら
独
立
し
た
庶
務
課
は
こ
れ
ま
で
｝

各
課
に
お
い
た
庶
務
係
を
な
く
し
、

物
品
の
出
納
保
管
は
全
部
こ
こ
で
集

中
管
理
す
る
ほ
か
、
交
書
、
計
算
、

消
防
等
の
仕
事
を
持
っ
て
い
ま
す
。

財
政
課
は
市
有
財
産
の
管
理
、
物
品

購
入
、
予
算
な
ど
の
仕
事
で
す
。
産

き暑
中
御
伺
い
申
よ
げ
ま
す

　
　
　
　
十
日
　
町
市
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
山
　
謙

　
　
　
　
十
日
町
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
政
太

士
・

良5

業
課
は
今
ま
で
の
経
済
課
の
農
業
土

木
係
が
建
設
課
に
吸
収
さ
れ
、
こ
の

関
係
の
仕
事
は
抜
け
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
一
般
農
務
、
商
．
工
、

林
業
、
畜
産
な
ど
を
主
な
仕
、
事
と
し

て
お
り
ま
す
。
畜
産
の
中
に
は
昨
年

か
ら
酪
農
指
導
員
（
獣
医
）
が
配
置

さ
れ
、
家
畜
の
診
療
お
よ
び
酪
農
指
■

導
に
当
っ
て
い
ま
す
。
建
設
課
は
前

記
の
よ
う
に
農
業
土
木
係
が
加
わ

り
、
農
地
造
成
、
土
地
改
良
工
、
事
に

た
す
さ
わ
る
こ
と
に
な
り
、
奨
監
理

係
が
設
け
ら
れ
土
地
収
用
、
道
路
台

帳
、
失
業
対
策
事
業
に
つ
い
て
の
仕

事
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
水

道
、
税
務
、
保
倹
衛
生
の
各
課
は
大

体
今
，
ま
で
ど
お
り
で
す
。
市
長
室
は

職
員
係
の
ほ
か
新
た
に
企
画
係
を
設

け
、
甫
行
政
の
企
画
と
合
理
化
を
図

る
仕
事
を
専
問
に
担
当
、
広
報
統
計

．
を
吸
収
し
て
、
広
報
紙
の
発
行
な
ら

び
に
広
報
活
動
に
よ
っ
て
市
政
を
反

映
さ
せ
る
な
ど
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

便
利
に
な
っ
た
届
出

機
構
改
革
の
最
も
大
き
な
ね
ら
い
と

し
て
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
を
重
点
に
設

け
ら
れ
た
市
民
課
は
ご
れ
ま
で
皆
さ

ん
の
中
で
家
族
の
異
動
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、
各
課
の
窓
口
を
何
回
も
往

復
し
て
大
変
お
手
数
を
か
け
て
き
ま

し
た
が
、
八
月
一
日
か
ら
こ
の
窓
口

事
務
を
一
ヵ
所
に
集
め
て
窓
口
関

係
の
届
け
を
全
都
副
そ
の
場
で
す
ま

さ
れ
る
よ
う
改
め
ま
し
た
。
こ
こ
は

皆
さ
ん
も
ご
承
矧
の
と
お
り
、
移
動

証
朋
の
交
付
、
住
民
登
録
、
出
生
、

死
亡
届
、
国
保
の
受
診
証
の
書
替

え
、
し
尿
処
理
の
手
続
き
、
身
体
障

害
者
の
旅
行
証
朋
の
交
付
な
ど
各
種

申
請
の
受
付
も
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
手
数
料
も
こ
れ
ま
で

1魍　店開きをした相一談室悪轟澗『聲

手
数
も
は
ぶ
け
た

わ
け
で
す
。
こ
の

窓
口
改
普
景
だ

は
じ
め
た
ば
か
り

で
、
い
ろ
い
ろ
不

手
際
な
と
こ
ろ
も

あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
δ
不
便
の

際
は
ど
ん
な
こ
と

で
も
δ
遠
慮
な
く

お
た
す
ね
く
だ
さ

い
。
な
お
市
民
課

の
中
で
は
市
民
相

談
室
も
設
け
ら

れ
、
陳
情
、
苦
情
や

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
ら
い
ろ
い
ろ
の
相
談
に
あ
す
か
っ
て

が
、
こ
れ
も
窓
口
で
現
金
と
引
換
に
［
い
ま
す
の
で
気
軽
に
お
出
で
願
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

証
紙
を
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
そ
の
皿
い
と
係
で
は
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

茨
ち
糞
募
運
ん
垂
饗
馨
雑
誌
「
麗
麺

商
店
経
営
研

究
会

　
　
　
　
九
月
十
六
日
か
ら

　
　
　
　
三
日
間
湯
沢
で

第
七
回
商
店
経
営
研
究
会
は
南
魚
沼

長
中
大
教
授
外
三
名
の
講
師
が
出
席

し
左
記
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
事
に
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
受
講
希
望
者
は

詳
細
を
市
役
．
所
産
業
課
商
丁
係
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。

一
、
日
時
九
月
十
六
、
十
七
、
十

　
八
日
（
二
泊
三
日
）

一
、
場
所
　
南
魚
沼
郡
傷
沢
町

宿
舎
－
高
半
ホ
テ
ル
、
湯
沢
ボ
テ

ル
、
中
屋
旅
舘

　
（
宿
泊
、
資
料
代
一
切
を
含
む
）

一
、
申
込
場
所
　
市
役
所
産
業
課
商

工
係

一
、
申
込
〆
切
日
　
九
月
五
日

一
、
講
師
及
び
腿
題

◎
購
買
心
理
、
販
売
心
理
－
中
大

一
、
受
蔓
員
三
・
・
各
（
＋
旦

柚
鞭
て
、
一
、
人。
乖
。
。
円
一

煽
．
一
授
　
佐
藤
智
雄
先
生

ρ
あ
な
た
の
店
は
い
く
ら
う
れ
ば

よ
い
か
ー
中
大
講
師
　
野
元
伊
太

郎
先
生

◎
店
員
問
題
と
店
主
の
心
構
え
ー

商
店
界
編
集
長
　
相
原
寿
先
生

◎
繁
昌
の
た
め
の
金
繰
り
ユ
公
認

会
計
士
　
藤
巻
治
吉
先
生
『

◎
販
売
促
進
と
商
品
比
軍
ー
商
盾

界
編
集
長
　
井
関
純
先
生

そ
の
他
業
種
別
研
究
会

＋
月
船
で
二
十
世
帯

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
募
集

調
査
団
鷹
し
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
日
ま
で
十
日
町
で
産

　
　
　
　
　
　
　
業
社
会
学
を
調
査
中

　
東
大
交
学
郡
位
会
学
研
究
室
を
中

心
と
す
る
十
日
町
市
社
会
調
査
団
が

去
る
十
四
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

十
日
間
十
日
町
市
で
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
調
査
団
は
北
川
隆
吉
（
法

大
）
、
河
村
望
（
都
立
大
）
、
蓮
見

音
彦
（
東
大
）
、
高
橋
明
善
（
同
）
、

園
田
恭
ス
同
）
、
平
野
秀
秋
（
同
）
、

石
川
淳
志
（
東
洋
大
）
の
各
氏
で
十
・

日
町
市
の
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、

社
会
等
の
各
面
に
つ
い
て
社
会
構
造

と
の
関
係
で
調
査
を
進
め
て
い
ま
す

　
昨
年
も
六
箇
船
坂
部
落
を
は
じ

め
、
市
内
の
調
査
を
行
い
ま
し
た

が
、
本
年
は
と
く
に
旧
十
日
町
市
に

一
近
接
し
た
地
帯
お
よ
び
市
内
を
対
象

一
に
織
物
工
場
の
実
態
や
、
町
村
恋
屏

な
ど
政
治
的
変
化
を
か
ら
ま
せ
た
行

政
面
か
ら
も
科
学
的
、
学
問
的
に
研

究
者
の
立
場
で
調
査
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
調
査
期
間
中
、

個
別
に
家
庭
や
、
工
場
に
で
か
け
て

ー
．
面
接
調
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
学
術
調
査
の
た
め
に
で

き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
県
海
外
協
会
（
縣
秘
韓
課
内
）
で

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
マ
ラ
ニ
ヨ
ン
州
ロ

ザ
リ
オ
植
民
地
移
住
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
区
は
、
気
候
風
土

経
済
的
に
も
住
み
よ
い
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
募
集
要
項
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
詳
細
は
市
産
業
課
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。

一
、
入
植
地
H
マ
ラ
ニ
ヨ
ン
州
ロ
ザ

機構各課配置図新

水
　
　
道
　
　
課

玄関

宿直室

　
相
談
室

健
康

玄関

回税務，深

弓・使室

庶　務　，課保険衛生課

團［コ

ヒ
』
曜

集一

市長

租
談
室

圃
会計課

監査1収入役

玄
，

農
業
委
員
会

土
地
改
良

福
祉
事
務
所

財
　
　
政
　
　
課

建
　
設
　
課

応
接
室

関

議

長

室

教
育
委
員
会

階二

議
会
事
務
局

会
　
　
議
　
　
寓

リ
オ
郡
ロ
ザ
リ
オ
市
郊
外

二
、
経
営
者
μ
マ
ラ
ニ
ヨ
ン
州
政
府

三
、
募
集
世
帯
数
琵
二
十
世
帯

．
四
、
募
集
〆
切
π
八
月
三
十
日

五
、
送
出
期
日
汗
十
月
船
の
予
定

山
ハ
、
入
層
蜘
置
格
“

　
イ
、
稼
働
者
三
名
以
上
で
あ
る
こ

　
　
と
。

　
ロ
、
最
．
低
十
二
万
円
の
生
活
保
．
証

　
　
金
を
持
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き

　
　
る
も
の
。

七
、
土
地
割
当
の
面
積
旺
一
世
帯
当

　
り
三
十
町
歩

八
、
主
作
物
ほ
バ
バ
ス
i
（
ヤ
シ
の

　
一
種
）
米
、
、
玉
ね
ぎ
、
果
物
、
コ

　
ー
ヒ
i
等

耕
転
機
の
使
用
に

　
つ
い
て

　
最
近
耕
紙
機
が
相
当
普
及
さ
れ
て

”
告
　
知

　
　
保
険
料
の
算
出

　
保
険
料
の
第
一
、
二
期
は
曄
年
一

ヵ
年
間
に
納
め
た
保
険
料
を
六
等
分

に
し
て
仮
に
算
定
し
た
も
の
で
す
が

第
三
期
以
降
六
期
ま
で
は

①
昭
和
三
十
四
年
度
の
所
得
割
（
所

　
得
の
首
分
の
一
・
九
）

’
②
昭
和
三
十
四
年
度
の
資
産
割
（
税

額
の
募
の
手
）
　
一

購
無
鐙

版
”

倦
誘
仮
豊
に
よ
．
て
納
め
て
あ

一
る
一
、
二
期
分
を
引
い
た
も
の
が
㌶

一
期
以
降
の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

休
業
の
お
知
ら
せ

　
お
盆
と
お
祭
り
の
た
め
市
役
所
お

涙
露
蔭
の
藁
雰

瀟
り
箋
さ
落
き
誘

　
八
月
十
三
日
（
木
）
　
午
後
四
將

　
八
月
十
四
日
（
金
）
　
午
後
四
時
．

　
八
月
十
五
日
（
土
）
　
　
終
日

　
八
月
二
十
七
日
（
木
）
　
終
日

お
り
ま
す
が
、
こ
の
使
用
に
つ
い
て

は
条
例
に
よ
り
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ま
だ
届
出
の
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
至
急
税
務
課
ま
で
お
届
け
下
さ

い
。
な
お
こ
の
届
出
は
県
の
陸
運
事

務
所
に
も
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

，
す
の
で
お
含
み
お
き
願
い
ま
す
。
届

出
そ
の
他
に
つ
い
て
ご
不
明
の
点
は

税
務
課
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
主
任

者
の
資
格
試
験

　
　
　
二
十
五
日
十
日
町
で

　
最
近
ガ
ソ
リ
ン
等
危
険
物
の
利
用

が
激
増
し
、
販
売
業
者
は
も
ち
論
の

こ
と
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
も
チ
の
版
扱
に
は
充
分
注
意

さ
れ
て
お
ら
れ
る
乙
と
と
思
い
ま

す
。
先
般
消
防
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
ま
し
て
常
時
ガ
ソ
リ
ン
一
〇
〇
測

林
道
と
索
道
を
開
設

　
　
　
　
　
昭
和
34
年
度
県
単
事
業

　
昭
和
三
十
四
年
度
縣
単
農
山
漁
村

振
興
事
業
と
し
て
林
道
お
よ
び
索
道

の
開
設
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
林
道
工
事
は
市
内
二
ヵ
所
で
三
十

二
年
度
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
下
条

反
目
と
今
年
度
は
じ
め
て
着
手
さ
れ

る
赤
倉
で
す
。
反
目
は
本
年
度
延
長

五
四
三
麿
巾
員
三
麿
で
約
四
〇
万
円

の
工
費
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
赤

倉
は
延
長
八
二
五
麿
巾
員
四
屑
約
九

〇
万
円
の
事
業
費
で
す
。

　
索
道
で
は
下
条
仙
ノ
山
と
大
池
の

二
ヵ
所
で
い
ず
れ
も
農
、
林
業
用
簡
易

索
道
で
す
が
、
延
長
は
ど
ち
ら
も
四

〇
〇
麿
六
、
、
ゾ
単
線
の
固
定
式
で
薪
や

稲
の
搬
出
に
役
立
た
せ
よ
う
と
い
う

も
の
で
、
工
費
は
仙
ノ
田
？
大
池
と
も

七
力
二
千
円
。

　
ム
蝕
O
●
▲
曙
▼
ロ
贋
Ψ

納
税
者
の
皆
さ
ん
へ

　
◎
税
金
を
最
も
楽
に
そ
し
て
知
ら

　
な
い
う
ち
に
納
税
だ
き
る
方
法
を

　
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
◎
そ
れ
は
毎
月
納
税
貯
金
を
す
る

　
こ
と
で
す
。

　
◎
ま
だ
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い

　
な
い
方
は
明
日
と
い
わ
す
、
地
区

　
の
納
税
組
合
長
に
申
し
出
て
加
入

し
て
下
さ
い
。

”
納
税
の
貯
金
を

　
父
さ
ん
、
母
さ
ん
僕
も
す
る
躍

灯
油
、
軽
油
五
〇
〇
沸
軍
油
二
、
O

O
O
尉
以
上
保
有
さ
れ
て
お
ら
れ
る

方
（
販
売
業
者
の
み
で
な
く
自
駅
胴

に
使
用
さ
れ
る
者
も
含
む
）
は
、
取
扱

八月の納税

市　　民　　税（第2期）

国民健康保険料（第3期）

納期限は8月末日

主
任
者
の
資
格
を
得
な
い
と
販
売
及

び
飯
扱
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
十
日
町
市
に
お
き
ま
し
て
も
八
月

二
十
五
日
市
役
所
に
お
い
て
講
習
会

お
よ
び
資
格
試
験
を
行
い
免
許
証
を

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

該
当
者
は
必
ず
資
格
を
と
ら
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

尚
こ
の
試
験
は
次
回
か
ら
は
国
（
縣
）

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
市
で
行
う

の
は
今
回
限
り
で
す
の
で
特
に
申
．
添

え
ま
す
。
な
お
．
不
明
の
点
は
常
備
消
・

防
部
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
亀
ノ
●
書
ー

八
月
の
メ
モ

◇
国
民
年
金
制
度
周
知
月
間

◇
全
国
治
水
大
会
（
二
十
二
日
新
潟

市
公
会
堂
）

◇
秋
季
草
の
週
間
（
二
十
八
日
か
ら

　
九
月
三
日
ま
で
）

◇
全
国
勤
勇
者
水
上
大
会
（
二
十
八

　
日
か
ら
三
日
間
大
分
、
八
幡
）

◇
国
際
教
育
会
議
（
三
十
一
日
か
ら

九
月
八
日
ま
で
）
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醗
の

住
居
跡
な
発
見

吉
田
で
考
古
発
掘
調
査

　
十
臼
町
市
で
は
じ
め
て
の
考
古
発

掘
調
査
が
こ
の
ほ
ど
吉
田
地
区
で
行

わ
れ
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
ま
し

た
。
こ
の
調
査
は
去
る
一
日
か
ら
八

日
ま
で
、
立
教
大
学
講
師
中
川
成
夫

先
生
の
指
導
で
立
大
生
ら
十
五
人
の

手
で
行
わ
れ
、
一
、
出
土
品
を
整
理

分
類
し
て
こ
の
地
方
の
標
準
編
年
を

得
る
。
二
、
住
居
跡
を
発
見
す
る
こ

と
。
の
二
つ
が
大
き
な
ネ
ラ
イ
で
、

今
回
は
東
西
百
メ
ー
ト
ル
、
南
北
百

．
五
十
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
A
～
1
ま

で
の
九
箇
の
ト
レ
ン
チ
（
巾
一
メ
ー

．
ト
ル
の
溝
）
を
掘
っ
て
層
位
ご
と
に

出
土
品
を
調
査
、
整
理
さ
れ
ま
し
た

が
、
う
ぎ
の
よ
う
な
成
果
を
収
め
ま

し
た
。

　
【
土
器
類
】

　
永
い
年
月
の
間
に
耕
土
が
多
く
流

失
、
移
動
し
て
い
て
、
ト
レ
ン
チ
の

深
さ
（
赤
土
層
ま
で
掘
り
さ
げ
た
）

も
浅
い
も
の
は
六
十
セ
ン
チ
く
ら
い

の
も
の
か
ら
、
百
八
十
セ
ン
チ
く
ら

い
の
深
い
も
の
ま
で
た
い
へ
ん
な
差

が
あ
り
ま
し
た
。
掘
り
出
さ
れ
た
土

器
片
は
約
三
千
点
で
、
中
期
初
（
約

五
千
年
く
ら
い
前
）
か
ら
、
後
期
初

約
四
千
年
く
ら
い
前
）
に
か
＼
る
約

千
年
く
ら
い
の
期
間
に
わ
た
る
諸
様

式
の
も
の
で
し
た
。

　
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
阿
玉

台
式
（
関
東
の
様
式
）
と
、
勝
坂
式

（
北
陸
、
信
州
の
様
式
）
を
折
衷
し

た
よ
う
な
、
い
ま
＼
で
に
発
見
さ
れ

な
か
っ
た
形
の
も
の
が
あ
り
、
あ
る

い
は
乙
の
地
方
が
関
東
と
北
陸
の
遭

遇
点
査
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
【
住
居
跡
】

　
炉
跡
が
四
箇
発
見
さ
れ
、
そ
の
周

り
が
焼
土
の
床
面
と
な
っ
て
い
て
、

明
ら
か
に
当
時
の
住
居
跡
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
ご
の
住
居
跡
は
、
炉
の
形
式
、
柱

の
位
置
な
ど
か
ら
、
縄
交
後
期
の
も

響9”　－

　　w’■欄，

、
1
、
、
む
も
。
、
、
o
、
、
む
§
，
、
、
，
、
、
、
§
，
、
、
亀
、
、
尋
§
’

八箇峠に展豊台
　十日町と六日町で計画

　
八
箇
峠
の
も
み
じ
を
広
く
紹
介

し
よ
う
と
十
日
町
市
で
は
六
日
町

と
タ
イ
ア
ッ
．
ア
し
て
郡
境
の
桝
形

山
を
中
心
と
す
る
観
光
道
路
を
開

設
、
頂
上
付
近
に
展
望
台
を
設
置

す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
計

画
に
よ
り
ま
す
と
、
峠
か
ら
展
望

台
ま
で
観
光
道
路
約
一
、
二
〇
〇

層
（
巾
四
麿
）
を
開
発
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
去
る
七
日
、
十
日

町
と
六
日
町
の
両
関
係
者
が
現
地

踏
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
（
臼
丸
が
履
、
望
台
位
置
）

融
§
，
、
、
1
§
融
鳶
レ
、
、
『
、
、
慶
§
，
、
、
ー
、
、
聖
§
『
毫
，
、

居
跡
は
県
内
で
も
各
所
で
発
見
さ
れ
一
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
地
方
で
は
初
め
て
で
あ
り
、
貴
重

の
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
、
中
期
の
住

て
い
る
が
、
後
期
の
も
の
は
北
陸
信
一
す
。

十
七
日
か
ら
受
付

　
　
　
本
年
度
第
二
回
住
宅
公
庫

　
昭
和
三
十
四
年
度
第
二
回
住
宅
公

庫
の
個
八
住
宅
の
貸
付
が
つ
ぎ
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
者

一
は
北
越
銀
行
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

奮
込
み
の
受
付
期
閥
和
三
＋

一
四
年
八
月
十
七
日
か
ら
八
月
三
十
一

一
日
ま
で
・

ハ一
②
申
込
み
の
受
付
区
分
H
申
込
み
の

受
付
に
あ
た
り
、
申
込
者
を
つ
ぎ
の

・
と
お
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

二
、
甲
申
込
者

　
昭
和
三
十
年
度
受
付
か
ら
、
昭
和

　
三
十
四
年
第
一
回
受
付
ま
で
些
三

回
以
上
の
申
込
実
績
を
官
す
る
も
■

の
。

一
一
、
乙
申
込
者

　
新
規
申
込
者
お
よ
び
旧
申
込
以
外

　
の
も
の
。

三
、
申
込
区
分

　
イ
、
申
込
者
匹
住
宅
部
分
の
う
ち

　
　
四
十
三
平
方
米
（
十
三
坪
）
以

　
　
．
ト
の
床
面
積
に
つ
き
、
融
資
を

噸
覧
」
一
＝
覧
一
5
＝
二
9
＝
璽
モ
』
一
己
モ
f
＝
1
一
一
＝
『
毛
－
三
し
㌔
」
も
一
一
J
－
＝
も
＝
～
三
Σ
5
隔
…
』
3
』
＝
．
ダ
も
一
隔
一
5
・
毛
．
三
監
㌔
．
一
ご
塾
魎
」
ご
も
．
一
掌
・
一
『
⊇
『
＝
一
軸
2
一
し
一
二
響
一
も
噛
瞬
一
F
『
自
！
ξ
巳
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一
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一
『
＝
一
甲
8
己
一
．
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一
5
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噛
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甲
＝
膨
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一
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一
＝
巳
一
甲
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酪農メモ

　
今
年
は
特
に
梅
雨
期

の
多
雨
と
湿
気
の
後
、

夏
場
に
入
っ
て
か
ら
の

高
温
と
そ
の
感
差
が
激

し
い
の
で
乳
牛
は
も
ち

ろ
ん
す
べ
て
の
家
畜
に

種
六
の
病
気
や
事
赦
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
し
、
特
に
乳
牛
で
は
飼
育
管

理
に
困
難
な
時
で
す
か
ら
次
の
点
に

注
意
し
て
夏
場
を
切
り
抜
い
て
充
分

な
能
力
を
乳
牛
に
出
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

①
健
康
な
牛
で
あ
っ
て
も
乳
量
が
低

下
す
る
問
題

夏
期
で
は
他
の
時
期
と
異
り
高
温
で

す
の
で
発
汗
作
用
が
盛
ん
と
な
り
、

そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
盛
ん
に
消
費

さ
れ
ま
す
じ
、
畜
舎
内
の
湿
度
も
高

く
な
り
、
そ
の
上
寄
生
虫
（
外
部
）

の
発
生
が
重
な
り
ま
す
の
で
、
乳
牛

の
体
力
に
か
な
り
の
負
担
を
加
え
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
食
欲
の
不
振
と
か
、
呼
吸

の
速
迫
等
の
全
身
症
状
が
表
面
化
し

て
来
ま
す
。

「
食
欲
が
な
い
か
ら
玄
甲
王
は
食
べ
さ

せ
な
い
、
食
べ
な
い
か
ら
体
力
は
衰

退
す
る
。
泌
乳
料
は
減
少
す
る
．
乳

が
多
く
出
な
い
か
　
　
ー
ー
ー
♪

ら
飼
育
給
与
量
を

少
く
す
る
、
だ
か

ら
体
力
が
な
く
な

り
、
乳
量
は
低
下
す
る
」
と
云
う
悪
循

環
を
く
り
返
す
結
果
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
二
〇
キ
。
咳
泌
乳
す
る
乳
牛

で
も
そ
の
一
〇
％
即
ち
ニ
キ
ロ
咳
ぐ
ら

い
の
低
下
を
見
る
の
が
普
通
と
云
う

状
態
で
す
。
乙
れ
蓬
防
ぐ
方
法
と
し

て
次
の
乙
と
に
注
意
す
る
ご
と
。

イ
、
飼
量
給
与
量
を
落
さ
磁
い
こ

と
。
こ
の
時
節
に
な
る
と
野
草
類
も

繊
維
素
量
が
多
く
な
り
し
か
も
木
質

化
す
る
の
で
消
化
率
も
低
下
し
、
養

分
総
量
も
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
野
草
に
栄
養
素
を
期
待
し
て
も
だ

め
で
す
か
ら
、
そ
の
分
を
濃
厚
飼
料

に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
維
持
飼
量
ど
し
て
、
五
％
を
増

夏
場
の
飼
育
管
理
と
衛
生

墨
し
て
与
え
る
方
法
が
適
当
と
思
い

ま
す
。
持
に
糖
分
（
殿
粉
）
価
の
強

い
例
え
ば
糖
蜜
等
を
与
え
る
ご
と
が

望
ま
し
い
。

乳
量
の
低
下
は
必
ら
ず
牛
体
の
栄
養

の
低
下
を
伴
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
、
放
置
し
て

置
き
ま
す
く
　
腔
後
の
ケ
ト
ー
ジ
ス

乳
熱
、
叉
は
繁
殖
障
害
の
誘
因
と
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
充
分
注
意
を

要
す
る
問
題
で
す
。

ロ
、
通
風
等
に
注
意
し
畜
舎
内
の
湿

度
を
な
る
べ
く
低
く
す
る
こ
と
。

元
来
乳
牛
は
湿
気
の
高
さ
に
弱
い
も

の
で
有
っ
て
原
産
地
で
あ
る
オ
ラ
ン

ダ
若
し
く
は
イ
ギ
リ
ス
、
先
進
国
で

　
　
　
　
　
　
あ
る
米
国
、
カ
ナ

　
　
　
　
　
　
ダ
等
の
気
候
条
件

　
　
　
　
　
　
を
見
て
も
我
が
国

　
　
　
　
　
　
特
に
新
潟
に
比
較

す
る
と
湿
気
の
低
い
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
通
風
に
注
意
し
て
自
然
条
件
を

良
く
し
て
や
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

②
夏
期
に
多
い
病
気
に
つ
い
て
。

A
産
、
褥
熱

高
温
で
し
か
も
湿
度
が
高
い
の
で
細

菌
の
繁
殖
が
強
く
発
病
し
易
い
。
症

4’○〆ρ0－ρσ’㌔’㌔戸◎4ρ◎』一㌧，のり’南σ，㌔’◎ゴβ々ノρ奄

希
望
す
る
も
の
。

ロ
、
印
込
者
旺
住
宅
部
分
の
う
ち

四
十
三
、
平
方
米
（
十
三
坪
）
を

乙
え
、
五
十
三
平
万
米
（
約
十

六
坪
）
以
下
の
床
面
績
に
つ
き

融
資
を
希
望
す
る
も
の
。

ハ
、
申
込
者
ほ
簡
易
耐
火
構
造
文

　
　
は
耐
火
構
造
の
住
宅
で
、
当
該

　
　
住
宅
部
分
の
う
ち
五
十
三
平
方

　
　
米
（
十
六
坪
）
を
こ
え
、
六
十

　
　
七
平
方
米
（
二
十
坪
）
以
下
の

　
　
床
面
積
に
つ
き
融
資
を
希
望
す

　
　
る
も
の
。

三
百
五
十
一

世
帯
を
表
彰

　
　
　
十
日
町
の
健
康
家
庭

　
昭
和
三
十
三
年
度
の
十
日
町
市
健

康
家
庭
の
表
彰
が
去
月
二
十
四
日
映

劇
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
家
庭
は

三
五
一
世
帯
で
こ
の
一
年
間
一
人
の

病
人
も
出
さ
す
、
国
保
か
ら
、
療
養
費

の
給
付
を
受
け
な
か
っ
た
世
帯
で
す

が
、
昨
年
度
に
比
べ
て
二
九
世
帯
も

増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
の
、
家
庭

に
対
し
て
映
画
で
慰
安
し
た
ほ
か
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

状
は
分
娩
直
後
か
ら
三
日
目
位
ま

で
に
発
熱
（
四
十
一
度
前
後
）
す

る
。

B
乳
熱

管
理
の
と
ご
ろ
で
述
べ
た
様
に
飼
量
．

成
分
中
に
糖
分
が
不
足
し
体
力
が
衰
．

え
て
い
る
時
に
分
娩
後
急
に
搾
乳
す

る
と
栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
な
わ
一

れ
て
起
る
病
気
で
症
状
と
し
て
は
後

躯
麻
ヒ
に
よ
る
起
立
不
能
、
知
覚
が

な
く
な
り
頚
を
倒
し
て
失
神
状
態
と

な
る
。
夏
体
温
が
、
平
熱
よ
り
下
降
す

る
。

C
挫
創
（
床
ず
れ
）

湿
気
の
多
い
畜
舎
で
寝
起
す
る
た
め

四
肢
の
関
節
皮
ふ
面
に
傷
が
出
来
、

細
菌
の
感
染
に
よ
り
化
膿
す
る
こ
と

が
多
い
。

　
　
　
◇
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◇

第
八
回
中
魚
・
十
日
町
社
会
福
祉
大
会

福
祉
事
業
の
功
労
者
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
か
ら
三
名

　
第
八
回
中
魚
、
十
日
町
市
社
会
福
一
り
て
ブ
ラ
ン
コ
や
シ
ー
ソ
ー
、
電
蓄

祉
大
会
が
去
る
八
月
五
日
津
南
町
津
㎜
な
ど
を
備
え
つ
け
、
季
節
保
育
所
を

薯
壌
開
か
れ
、
乙
の
席
上
葺
開
き
ま
し
た
．
村
山
さ
ん
は
将
毒

会
協
議
会
長
か
ら
次
の
一
二
名
が
購
れ
㎜
設
保
育
所
に
し
た
い
と
が
ん
ば
っ
て

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
　
　
　
　
一
お
り
ま
す
。

▽
下
条
為
水
永
村
山
米
、
平
さ
ん
倹
一
）
▽
四
日
町
太
田
喜
一
さ
ん
倹
五
）

村
山
さ
蒙
子
た
ち
塗
太
田
さ
ん
は
最
近
め
・
き
り
増
え

場
を
作
る
た
め
町
内
の
青
年
団
、
婦
｝
た
幼
児
の
交
通
禍
を
な
く
し
よ
う
と

人
会
に
呼
び
か
け
、
こ
の
人
た
ち
の
｝
町
内
を
歩
き
回
っ
て
寄
付
を
求
め
、

協
力
を
求
め
て
有
志
や
知
人
か
ら
寄
一
あ
る
い
は
労
力
奉
仕
を
願
っ
て
町
内

付
金
を
集
め
て
小
糞
璽
鍵
の
讐
誘
禽
に
シ
ー
ソ
ー
や

髪
璽

ブ
ラ
ン
コ
、
ス
ベ
リ

台
な
ど
を
設
け
旧
聖
里

遊
園
地
を
作
っ
て
町

内
の
人
達
か
ら
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
本
町
一
丁
目
田
村

ヨ
ネ
さ
ん
（
歪
）
田
村

さ
ん
は
昭
和
十
九
年

に
夫
を
な
く
し
、
十

才
を
頭
に
五
人
の
子

供
を
女
手
一
つ
で
麦

え
、
あ
ら
ゆ
る
苦
難

を
克
服
し
、
立
派
に

愛
児
を
育
て
あ
げ
、

母
子
家
庭
の
鑑
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
。

夏
休
み
の
な
か
ば
を

す
ぎ
て

日
さ
ま
の
光
で
ま
め
の
葉
が
う

く
見
え
る
。

め
の
葉
は
す
き
と
お
っ
て
い
る

日
さ
ま
の
光

も
ち
が
よ
い

つ
い

っ
と
し
て
い
る

ぶ
し
い

げ
が
う
つ
る
。
夏
だ
も
の
。

休
み
も
な
か
ば
を
過
ぎ
、
畑
の

の
葉
す
れ
や
、
朝
ダ
の
は
だ
に

る
大
気
の
、
流
れ
に
も
、
秋
来

と
目
に
は
さ
や
か
に
み
え

ど
も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ

れ
ぬ
る
の
感
懐
し
き
り
な
る
、

う
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。
お
子

方
の
日
常
生
活
状
況
は
い
か
が

さ
い
ま
し
ょ
う
。

み
後
半
の
お
子
さ
ん
の
生
活
指

っ
い
て
二
、
三
お
た
よ
り
い
た

い
ど
存
じ
ま
す
。

ど
も
の
顔
を
み
て
く
だ
さ

　
～
顔
は
子
ど
も
の
そ

日
の
天
気
予
報
で
す
か
ら

気
に
は
、
雨
あ
り
、
く
も
り
あ

あ
ら
し
あ
り
の
よ
う
に
、
子
ど

生活にも

乙
う
し
た
波
が
た
え

り
、
そ
の
日
そ
の
日
の
生
活
の

図
を
え
が
い
て
い
る
も
の
で
あ

す
。
特
に
夏
休
み
と
い
う
親
の

　
へ
平
ど
も
が
完
全
に
帰
え
る
．
長

間
で
は
、
子
ど
も
の
顔
に
え
が

る
生
活
を
よ
く
読
み
と
っ
て
頂

と
が
大
切
か
と
存
知
ま
す
。
子

は
親
の
鏡
で
あ
り
担
任
の
先
生

で
も
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
し
、
広

地
域
の
鏡
で
も
る
一
ざ
い
ま
し
ょ

い
年
月
教
壇
に
た
た
れ
た
先
生

お
母
さ
ん
が
「
太
郎
ウ
ソ
を
い

　
っ
で
、
み
ん
な
お
前
の
顔
に
か

て
い
る
よ
」
と
か
、
「
き
ょ
う

子
の
顔
は
、
と
て
も
あ
か
る
い

な
に
か
お
家
で
い
＼
こ
と
が
あ

で
は
な
い
か
ね
」
と
か
お
っ
し

　
乙
と
ば
に
ギ
ク
ッ
と
し
た
経
験

　
る
者
は
少
く
な
い
と
思
い
ま

　
そ
れ
ほ
ど
顔
は
子
ど
も
の
健
康

　
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
子
ど
も

し
の
う
6
き
を
、
小
す
指
針
で
も
あ

ま
す
。
特
に
解
放
感
に
あ
ふ
れ
た

休
み
で
は
、
い
ろ
い
ろ
思
い
も
か

よ
い
行
動
や
考
え
が
芽
を
だ
す
こ

と
が
あ
る
も
の
で
す
の
で
、
少
く

と
も
朝
、
夕
二
回
は
子
ど
も

の
顔
を
じ
つ
と
み
て
や
つ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
自
分
の
顔

を
子
ど
も
の
顔
の
中
に
み
い
だ
す
つ

も
り
で
－
…
。
子
ど
も
の
顔
の
中
に

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
み
い
だ
さ
れ

た
ら
、
天
気
予
報
は
、
く
も
り
が
ち

の
時
で
δ
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
と
く
べ

つ
こ
う
し
た
と
き
は
、
み
ま
も
っ
て

や
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

◎
何
と
な
く
顔
色
が
わ
る
い
と
思
っ

た
と
き
。

◎
親
の
顔
を
横
目
や
、
上
目
づ
か
い

一
つこがっ

よ
う
、
会
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に

素
直
に
ゆ
た
か
な
思
い
出
を
残
す
こ

と
は
、
い
ろ
く
な
意
味
で
大
切
な

こ
と
＼
葎
じ
ま
す
。
お
塚
の
方
汝
の

心
や
り
で
、
た
の
し
い
有
意
義
な
日

日
が
送
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
お
ま
つ
り
や
お
ぽ
ん
は
、
自

然
、
生
活
、
季
節
、
そ
し
て
人
間
の

織
り
な
し
た
総
合
的
な
、
す
ば
ら
し

い
教
育
の
場
で
も
あ
る
と
存
じ
ま
す

か
ら
…
…
…
。

　
今
年
も
豊
年
の
よ
う
で
δ
ざ
い
ま

す
。
お
と
う
さ
ん
や
、
お
か
あ
さ
ん

が
む
か
し
う
た
わ
れ
た
、
村
ま
つ
・
り

の
う
た
を
の
せ
て
、
子
ど
も
の
心
に

か
え
っ
て
い
た
▽
く
よ
す
が
と
い
た

し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
　
む
ら
ま
つ
り

　
村
の
鎮
守
の
神
様
の

　
で
チ
ラ
く
見
る
よ
う
な
と
き
。

◎
く
ち
先
を
と
が
ら
し
て
諮
す
よ
う

　
な
と
き
。

◎
何
と
な
く
顔
つ
き
が
ワ
ル
く
な
っ

　
た
と
思
う
と
き
。

◎
オ
ド
く
し
た
た
い
ど
で
い
る
と

　
き
。

◎
む
は
ん
を
食
べ
る
と
、
ス
ー
と
逃

　
げ
る
よ
う
に
座
を
立
つ
と
き
。

お
ぼ
ん
や
、
お
ま
つ
り
を
通

し
て
、
ゆ
た
か
な
そ
し
て
、

た
の
し
い
思
い
出
を
子
ど
も

た
ち
の
心
に
育
て
た
い
も
の

で
す
。

　
遠
く
に
出
て
い
ら
「
し
ゃ
る
方
も

久
び
さ
に
お
ぽ
ん
や
ま
つ
り
に
、
よ

り
集
ま
っ
て
の
、
な
δ
や
か
な
日
が

続
き
ま
す
。
こ
う
し
た
郷
土
の
土
の

か
お
り
の
高
さ
と
、
人
の
心
の
あ
た

知
　
ご
を
、
じ
か
に
心
に
う
け
と
る

ラジオ体操

　
今
日
は
め
で
た
い
お
祭
り
日

ど
ん
く
ひ
ゃ
ら
ら

ど
ん
ひ
や
ら
ら

ど
ん
く
ひ
ゃ
ら
ら

　
ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら

　
　
朝
か
ら
き
こ
え
る
笛
た
い
こ

今
年
も
豊
年
満
作
で

　　　　　　　　 小学校1中学校
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村
は
総
出
の
お
＼
祭
り

ど
ん
く
ひ
ゃ
ら
ら

　
　
ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら

ど
ん
く
ひ
ゃ
ら
ら

　
　
ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら

　
　
　
夜
ま
で
に
ぎ
わ
う
寓
の
森

　
お
さ
ま
る
み
よ
に
神
様
の

　
　
め
ぐ
み
仰
ぐ
や
村
ま
つ
り

　
ど
ん
く
ひ
ゃ
ら
ら

　
　
ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら

　
ど
ん
く
ひ
幻
、
ら
ら

　
　
ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら

　
　
　
聞
い
て
も
心
が
勇
み
た
つ

子
ど
も
さ
ん
の
か
ら
だ
つ
く

り
に
気
を
く
ば
つ
て
い
た
、
y

き
た
い
！
！
。
子
ど
も
の
か

ら
だ
の
い
た
ん
で
い
る
と
こ

ろ
の
修
理
を
…
…
。

　
目
の
病
気
、
は
な
の
病
気
、
．
封
の

病
気
、
歯
の
病
気
な
ど
は
一
日
や
二

日
で
な
お
ら
な
い
も
の
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
夏
休
み
と
い
う

長
い
日
時
を
つ
か
っ
て
計
画
的
に
、

治
療
を
し
て
い
た
V
き
た
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
新
学
期
に
は
丈
夫
な
元

気
な
か
ら
だ
で
登
校
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
た
V
き
た
い
も
の
で
す
。
学

校
か
ら
来
た
通
知
表
の
身
体
関
係
の

ら
ん
や
、
保
健
手
．
帳
な
ど
を
も
う
一

ぺ
ん
ひ
ら
い
て
さ
ら
ん
に
な
い
、
．
て
、

う
ち
の
子
ど
も
は
ど
ん
な
病

気
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
を
み

な
お
し
て
み
る
こ
と
か
ら
お

は
じ
め
下
さ
い
。
き
ょ
ね
ん
の

統
計
で
お
そ
れ
い
り
ま
す
が
、
市
内

小
、
中
学
校
全
体
の
疾
病
表
か
ら
二

，
三
ひ
ろ
っ
て
み
ま
す
と
次
の
よ
つ

に
な
り
ま
す
。
こ
と
し
の
状
況
も
ご

れ
か
ら
推
察
ね
が
え
る
か
と
存
じ
ま

す
。

　
な
に
よ
り
も
身
体
の
健
康
第
一
に

あ
り
ま
す
。
心
も
か
ら
だ
も
調
和
的

で
、
こ
れ
か
ら
の
半
分
の
や
す
み
花

お
す
ご
し
下
さ
い
。
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